
(1) 担当支部： 広島支部 12693
分水嶺区分 2005年 5月 29日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
兼森　路子 12671
兼森　志郎 11958
池本　喜浩 11953
田村　　貴代子 支部友会員

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 城将山登山口 131 56 34 18 48.11 499

県境尾根／城将山鞍部 131 57 34 18 37.80 756 11:10 B-1
分水嶺到達点W5645県境尾根 131 57 34 18 42.96 778 11:20 B-2
 W564　 城将山分岐 131 57 34 18 46.20 779 11:25 B-2

地形図　736ｍ峰 131 56 34 19 11.90 719 13:55 14:25 B-2
地形図　558ｍ峰 131 56 34 19 33.34 549 15:15 B-2

分水嶺離別点W565 傍示ヶ峠 131 56 34 19 52.79 376 16:00 B-2
歩行終了点 傍示ヶ峠

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

大小丸は人里から離れた標高450m、急斜面の僅かな平地にある。美しい棚田、空気は何処までも澄み、天空に舞い上がりた

の淋しさを感じる。人工施設の現況ではないが、強力な印象が走りあえて紹介した。

傍示ヶ峠の近くはスギの大植林帯で、所々に竹林が散見された。踏査ルート上のやや日陰で、スギ林の傍に「サルメン

W564城将山分岐からW565傍示ヶ峠は、島根山口の両県の県境であり分水嶺である。この県境尾根はW564城将山分岐か

国道434号線沿いには雙津峡温泉がある。又、その近くには雙津峡があり、四季を通じて渓谷美を楽しませてくれる。

近くに島根県日原町から山口県岩国市に至る国道187線がある。即ち、W565傍示ヶ峠は陰陽を結ぶ幹線道路上にあり車の交通

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

高度
ｍ

緯度Ｎ

55.42 （8），（9），（10）

名

（8），（9），（10）

（8），（9），（10）
（8），（9），（10）

（8），（9），（10）
（8），（9），（10）

到着
時刻

道の
状況

城将山登山口～県境尾根～城将山分岐～地形図736m峰～地形図558m峰～傍示が峠
広島～松の木峠～十王橋～大野下～城将山登山口　      　傍示ヶ峠～六日市～水源公園～松ノ木峠～広島

７名

会員番号：佐々木 弘磨
(3)山行日：峠

谷 多桂子
畠山　清子

保存
状況

支部友会員
12693

特記事項

周防広瀬 23.50 （8），（9），（10）

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

周防広瀬
周防広瀬
周防広瀬

支部友会員

事務局整理記入欄 広島－086
晴

周防広瀬
周防広瀬
周防広瀬

経度E
秒

36.92
56.61

16.58
24.46
27.90

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

佐々木弘磨

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

5時間20分総歩行時間（休憩時間を除く）：

エビネ」の美しい群生を見ることが出来た。W564城将山分岐789mをW564城将山分岐779mに訂正。

   写真説明：　
W565A：傍示峠の侍

が立つていた。傍示ヶ峠の北側は六日市だが、周囲を山に囲まれ豊かな平地が形成され美しい田園地帯が広がる地域である。

周防広瀬

量、も多いい。周辺はスギの大植林帯で民家は無いが、昔の峠茶屋に似た軽い食事と特産品を売る店があり休む事ができる。
大駐車場の角には六日市町を紹介する看板、道路の向側には「国道187号、最高地点、傍示ヶ峠、標高375m」と記す標柱

いような気持ちになる場所だった。しかし、何処も同じで過疎化が進み民家が数軒で頑張る姿を見た。昔は立川内から分水嶺
上の峠を畳を担ぎ行き交いしたと言うから、賑やかな集落であつたと想像する。現在は故郷を去りがたい老夫婦が在住、一抹

ら北西に走り、北西側には高津川水系の支流で幸地川がある。南西側には錦川水系の支流で大野川が流れている。
分水嶺の県境稜線は広葉樹林帯で雑木が占めるが、山口県側は針葉樹林の植林が多く、スギ、ヒノキが見られる。W565
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